
「人生の最期にどうありたいかを考える」

日時 ： 11月27日(水）18時～20時

会場 ： さわやかセンター2階

講師 ： 坂井さゆり先生
（新潟大学大学院保健学科研究科教授）

ござれやネット 第6回勉強会のご案内

「もしバナゲーム」を

やってみよう！！

主催：北区医療と介護のささえあいネット
共催：新潟市在宅医療・介護連携ステーション北

新潟市在宅医療・介護連携ステーション北 ご当地連携研修会

もしバナワークショップ（ACPを学ぶ）

「もしも」の
ための
話し合い



申込先 Fax 025-386-2784
施設・機関名 （ ）

参加者氏名 職種（ ）

参加者氏名 職種（ ）

参加者氏名 職種（ ）

参加者氏名 職種 ( ）

北区の医療と介護に関わる方々へ

～第6回 勉強会 のお誘い～

もしバナゲームとは？
「人生の最期にどうありたいか」は、今大切にしていることが深く関係します。
36枚のカードにはいろいろな言葉が書かれています。
気になるカード、手放せるカード、迷うカード、留めたいカード
カードに書かれている言葉を通して、自分の中から沸き起こる感情や想いに触れ、

4人1組で行なっていくワークショップです。
自分自身が大切にしているもの、大切にしたいこと、また他者の価値観、願いに触れ、
どうケアしてほしいか、どうありたいか、誰にそばにいてほしいか、見つめ紡ぐきっか
けになればと思います。 たくさんの方の参加をお待ちしています。

下の申込書に記載のうえ、事務局までFaxして下さい。

・当日の参加費は500円です。

・締め切りは11月8日（金）必着とさせて頂きます。
・申し込みが定員を超過した場合は、終了とさせていただきます。

・問い合わせ先：北区医療と介護のささえあいネット事務局「ござれやネット」
（豊栄病院患者総合支援センター内）

TEL：025-386 - 2212 （担当 岩淵）

参加定員 80名です。
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